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/_‐ 姦カネ襲大慶の盛然を受 みます

辟―R「以渕鰤響当 仁li3鎗ansratte■)庵端 敏務

昨年北歎 3カ ≡ (ス ウエーデン、ノル ウエー、デンマーク)を レンタカーで駆け巡る旅 lt~行 つて来

た。ス トックホルムを通点に走行距離 3, 0 0 0kmc

ス トックホルム空港、先ず驚きはフロアが見事なウッドの末でしきつめられていたcさ すが森林の饗

`森

誅の,=め る率 70.2%ヨ 本 68.2%)だ と感′いする。ス トックホルム!ま綺麗な水と緑の中に、 13

世紀からの街並を残す美しい都市である。衛路根 〉立派だが特に公園にまま390年 を超えるであろう

オーク、ブナ、ハ′レニレ、マ =二二等が三巻だったc六 々を大ザjに 壷来るの |ま 、夏の短い北欧で1ま 白

然の重要性が身 :こ 滲みてわかるのだろうか。

スウェーデン:ま南部のスコーネ地方を除き伐採跡は岩盤が露出している.し かしそこには蠅外なく

丁寧な植林がなされていた。痩せ地を何世紀もかますて岩を砕き落ち葉を重ねてiを作 り植林をしてき

た¢だろう。公轟以外は大本が見られない、精々、直径は人の大震程度だ、自然の厳しさが伺える。

裏い:Lは ほとんど見られない、二の程度、無数の輝く湖、清夕:な緑が良く手入れされ何処迄もつづく、

道は縦横に伸びている。これは里山なのだと、ふと想つた。

理行の友人からスウェーデンには「アーンマンス 1/ッ ツ」 (みんなの権利という意味)と 言 う法律

(慣習法)が有る事を知る.自 然享受権二自然の共有権_所有者の許可がなく玉 も、個人がモラルを

L^r玉菫Λ2鐘_■二入り進進■登撞盪塑奎聾飯整:遊釜聾 た■セニ C

すなわち森林、織、何処でもキャンブ、水浴び船遊び、魚釣等、自然を楽しめるというもの。一方羹

然をみんなで共有するという思想 |ま、自然破壊を阻上するというモラルを生み iれ し、自然を愛するス

ウェーデン人の原点とも薇つているそうだ。1ス ウェーデンの困季暦参考 )。 実際、今回の旅行中、立

ち入 り禁上の立て本Lや塀、フエンスのたぐいは、一切見か :す なかつた。自然が好きな会員諸兄、広い

土地を所有 しているとして、注人が黙つて山菜や茸を採つたり釣や、キヤンプをしていたら、どうし

ます ?町から 10分 も走ると何処も限界集落に見えたが人 |々ま ゆったりと生活 し、柔らかい表情が、

強く弯:象 に残った。根底には福社が充実し老後も安心して迎えられるから、ではないだろうか。

<ス ウェーデンの古城 (今 も住んでいる)>



7月 碗会報告 なら轟、塁出の夏

7月 2顧 (本) 参加者 午義 li名 、午後 22名 担当 守口京子、水本遼員

午前、薔上がりのなら彙フィール ドをみんなで散策 した。いろいろの植物の実がなり始

め、=ナ ラ、ガマ、アケビ、ウフミズザクラ、タカプツメ、=ウ ゾなどそれぞれにかわい

くてニーモラス。シャシャンボとホタルブクロの芝、飛び霧るチョウ達、キビタキの美し

い声.こ んなにいい所だったのかと再認識 しました。年後からは場所を佐保台ふれあい会

館に移 してお話の会をした。将部さんからiま なら彙の活動の取り組みの経過を映像を交え

てお話いただきました。古jl:さ んからは 「ならやま古代歴史散歩」と題 して古事記の幸か

らこの地ゆかりの話 2話、悲惨な精続争いに敗れ去る大 i無 守命の話と嫁ぎ先と実家の霊で

醤れ動く狭穂姫の話をしていただきました。鈴木さんからは 「ちょつと音の平城彙」と題

して 「吉簿儀助さんJを訪ねて薄き取 り調査に行かれた時のお話 と、明治から現在に至る

地域の移 サ変わりの様子を古地区や写真などたくさんの資料に基づき紹介 していただきま

した。参力r者は 3名 の方々の熱意あふれるお話に興味深く晋き入り、また蛍復活の言
=な

ど

を話 り合い 3時に開会 した。

7薦 罐会 霊メモ浜」崩ヽら・・

燿で ,ま元気の源、アピオスの花が咲いていま した。

三つ葉アケビは実がなっています。

ウルシの説築でまま縄文時代の漆塗りの構が見つかつたとの事c

漆の素晴らしさを熱く語つていただきました。

見慣れた本や花も説奏を受 :す ると又違つた見方が出来ました。

整鑢された里山はとても気持ち良く、お世話くださる方々に感謝・感謝の観察会でした。

7肺絵      療想責           森 英雄

私:こ は『時FElと空間の織りなした一点に現在のその“場所"があり、“自分"がいる」と思うと

ころがあり、平城轟での活動の機会を得て、今回の企画は本当にありがたく、又楽しく蘭か

せていただきました。講師3人の方の、記紀の経解きから航空写真までを駆使して、飛鳥時

代から明治・現在までの面的広が等のある時の流れを感じることが出来ました。これらを踏

まえてこの会がどう進むのであろうか?私 |ま ? しヽつか、さらにこの『会』の歩みもFERかせ

ていただけた亀なおありがたいなあと思いました。
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必輪 ざ・陽ポー旱2蠅 年ワ周
6拝 27霧 七釜 錆  オブトムシ或虫の保護ケース設置

。いよいよカブトムシの藩化が

'台

まり、或虫の霧 舌民のケースヘ弓:つ越し作戦濯チ亀 4月 に設置したカブトのア

パートから、30匹以上の成虫が元気よく轟てくる。これから毎日彗 舌をして、7月 25目 の里量の昆虫観察会

にお圏見えさせる詣軋 それまで元気でいてくれるよう世話する霧々 となる。

7月 7轟 金縛 曇リー時轟  佐保台小 圏圃観察会 13名、インプリ研修会 17名

・諄植えから約 1カ月、佐保台小学校5年生が藤野を観察に来訪Э3本づつ植えた苗が20～ 30本に増えたとび

っくり。稲や置置の生き物についてα野聞や、幹■Ⅲ 人と自然の会」についてのインタビューの幸しノOtもあ

り、我々の活動について関心が高まっていることがう力■ えゞました, なお、日植えの実習について、担任の

先生と生徒全員から丁寧なお社の報 寄`せられました

。ならやまのフィールドでは祷めての、インタープリテーションの研修会が実施され、倉孵さんままか2名の指導

で i4名浄鯵功口しました (レポー ト:男
'1励

午後 3:寺 33分解散

7居 8藝 体)曇ラー時護   ≡転車道路沿いの環境整備  畑の草取り  参爆者 17名

。今遅の環境クリーンアップま、全員で、道路沿いのヒマフリの植裁の絵草をおこなう。サツマイモやサ トイモ燿、

輩藝などは、夏草との議いが本番を迎える。「』彰響5恭鞠、「継続麟 なり」をモットーに、体力と相談しながら

地道な努力が続く。

・蒸し暑い気鉄を考えて、作業は午義中で終了、午後は自羹活動とする。今日の土産は、大和野菜のヒモトウガラ

ジ、 ド仁田ネ亀 メンバァ嚇 と汗の義果に敬意を表して持ちかえりました。 年後 2時解散

7月 13馨 篠 )請  鶴鰹斃懃)響 」 参意者 4名

7月 16昇 釣 晴  「ならやま由の轟』 遊びの森整備  参加者25名

・本弄は、里織D2地区「遊びの森」の整備を粟始する。この場所は、アカマツ、コナラが主要な機種で、ヒサカ

キ、ソコゴが混じる平壇塩 今轟|ま、予定区域にある権倒本を撤去し、笹やヒサカキの下生え類を刈り取る。

女性 3人を無 15人の奮胃で、約800平米の「森の広場」が出現するしここは、真夏の日差しも木立に遮

られて、爽やかなiコめサき通る林賃の弓|:魏  
「′ヽンモックを吊りたい二

「ツリー・ハウスを作ろう」「ネイチャ

ー・ギームを」など、達成感に浸りながら、しばし疲れを歳 コンたことでした

。局1鱗ま、安全対策の二蝶控 して、里山の入り曇の階段作りc暑い中で消耗する作業でした 繰

・暑さの中の活動は、午前中で終了。ならやま特産の梅ジュースに疲れをいやし、午後は、6月 1疇熟 て`境さんの

指導で、「ロープ。ワーク研修会その2」 を実に 呑み込みのいい人もそうでない人も、思い思しヽこ楽しんでい

ました 。本日のお土産に、ナス・クラブからご自'漫の艶薄かなナスを、たつぶり据興ィ`ただきました  多謝 |

雑 2畔議酵教 (書 :1祐司 講

*ならやまの 7選の轟 * 小圏 久美子

今月は 4人 で日りました。巣立ちを終えたファミリーたちの声が浴れていました。

8月 からは時間が元に戻 り、9時からの観察になります。気を付けてご参加下さい
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れ 学ヽ 生 鳥 もヽめ ネ襲状 響<な らやまの議穣え簿 難 黎 了>諄 喜薔 七海

☆6彙 4舜 佐保台小5年生 11名 が藁植えに来てくれました。その時のお礼状が担このま
=

戸先生とクラスの子供たちから当会に届きました。紙面の関係で一書
`を

紹介します。

絵 :澤井 智裕

☆先 日はいろいろとお世話になり ありがとうございました。 l●i植えする前にいろい

ろくわしく教えていただき、とてもわかりやすかつたです。そ して田植えのときは、

タオルやビニールシー トなどを用意していただき、ほんとうにありがとうございまし

た。初めて圏植え体験をさせていただいた感想は、まず中は暖かく、むにゅつとして

いて最初はとまどいましたが、なれてくると、とても気持ちよく、とても楽しかったで

す。オタマジャクシやアメンボなどいろんな生き物がいてびっくりしましたG

そのほかに、とうみ (唐箕)を見せていただき体験もさせていただいた、とてもう

れしかつたです。 これからも、おもちつきや、かりとりなど、いろいろとお世話に

なることがあると思いますが、どうぞよろしくお願いします。  中村 有沙

☆なえを投げるのはおもしろかつたです。国植えは初めは気持ち悪いと思つていたけ

れど入つたらきもちよかつたです。一回だけ覇植えはしたことがあつたけど、そのと

きは理の中に入れてもらえなかったのでおもしろくなかつたけど、今理は入れてうれ

しかつたです。いい体験をさせてくれてありがとう。

唐箕も見せてくれるだけじゃなく、体験までさせてくれてありがとうございます。唐

箕のハンドルみたいのをずつと同じスピー ドで回すのはむずかしかつたです。今後も

おせわになります。よろしくおねがいします。 藤原 辞也

☆この前は国植えをさせていただいてありがとうござ

いました。霧植えにはだしではいったときは、あるけな

かったし痛かったけれど田植えはこんな感 じなんだな

～と思いました。田植えはそうかんたんにできる仕事で

はないのに田植えをさせていただいてほんとうにあり

がとうございました。シー トやタオル水まで用意して下

さってありがとうございました。地面をはだしであるい

た時はすごくいたかったです。足をあらうとき土はなか

なか落ちませんでした。くつ下をはくのも時間がかかり

ました。でもこんな体験ができてうれしかつたです。次

は草とりをしにいきます、これからもよろしくおねがい

ます。 大倉 彩夏

■■
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インタープリテーション入 F罐講座実施される:1

7月 7日 七夕の獨、ならやまフィール ドでインタープリテーション入覇講座が実施され

ました。天候が′心配されましたが、午前中はしばらく雨に降られたものの、そのあとは雨

も上がり、]瞑調にとり行われました。その概要についてご報告いたします。

1.参藤者氏名 :合計 14名が参熟されました。

伊藤純子、轟躊勝夫、小躍久美子、甲斐野幸一、勝圏緑、菊り!ま年明、本村裕、 4澤敏

勝 、坂本頸一、塩本勝也、寺醍孝、豊島すみ子、橋本彙美子、林令子の皆さんです。

2.講師 :シエア自然大学研究部インタープリテーション科の 3名 (石橋、倉田、小林 )

3,実施内容 :10時から 10時 30分までオジエンテーションならびに「インタープリテ

ーションとは何か」の解説がありました。

そのあと 12時までの時間を 7名ずつ 2班に分かれて、学びの森、希望の丘、たけの

こ平と講師のインプジを轟きながら彗りました。

休憩のあと参加者が担当ポイン トを決め、1時から2時 30分までの間、資料のインプ

リモデルを参考に実習しました。

2時半から3時まで振 り返りでした。

4.イ ンプラで取り上げたポイン ト:以 下のポイン トが基本ポイン トでした。

ポイン ト ア ー マ

マグフ 命をつなぐ本

1分費 3本勝負 日を薦じて森 と一体になる

ネジキ 名は体を表す

ソヨゴ 尾根筋 :こ 多い本

落ち葉の行くヘ 分解者の役割

=ナ ラ、クヌギ ドングリのいろいろ

5.参業者の感想 :参かされた方 |々ま次のような感想を述べておられました。

e一方的な話で|ま なく、対話形式で進めていくのが大事だと良くわかつた。

②実際にき分でやつてみて、話し方の工夫の之、要性を実感した。

③子どもたちにどのように関心をもたせるか、話し方、小道具など工夫が必要だ。

①インプリモデルが大努だと良くわかった。作り方を学びたい。

⑤コシダのびょん、クフの葉のジャンケンポン、 ドングリクイズなど楽しかつた。

⑥メンバーのインプリの仕方がそれぞれ違っており、参考になった。

インプリの経験がある人、全く始めての人などバラエティに富んだ集団で、講師の皆さ

んもやりずらいかなと思ったのですが、却つて変化があつて楽しかったとのことでした。

6.その他

奈良・入と自然の会で今後展薄することも検討している「′1ヽ学校校庭の自然観察会」で

は、こうしたインプリの技能が大事な要素となるで l′ ょう。今雪の講習会は初めての催

しでしたが、今後とも機会があれば閑催し、お互いに力をつけていくことが望まれる感

このほかにも鳥見の二、コシダの

遊び、サル トリイバラ、里ポJの名

残など鐘時取 り上 :デ られました。

じがしました。 (倉 露 晃記)

一
〇



誹響●イ

『奈良・入と羹黙の会菫:こ入会して

八本 碩一

生事を辞める、と決めた時にまず頭をよぎつたのは、経済綺に大文夫か、ということと

余裕のでた時間をどう遣 うか、といつたことでした。幸いにしてシニア自然大学に入学を

許され、一年間自然を巡る様々な課題等に耳を領けたり、自然の現実に百を向け、考える

機会を十分すぎるほど与えられました。ここ聾西に長く住みながら、聞いたこともまた行

ったこともない場所に足を運びながら、多くの人と知 り合つたことも大きな成果でした。

そして 4月 。この会に入会を許可されました。以前からこの平城にiま度々足を運び、バ

ー ドウオッチングや歴史散歩を繰 り返してきましたので、この会を知つたときに!ま 、身近

なものに感じられて仕方がありませんでした。三ヶ月を経て、いろいろな事業に参旗をレ

ながら、環境の保全と平城の地をますます大切にしていこうとする会員の方々の熱意を

講々感じさせて頂いている昨今ですGよ ろしくお願いいたしますら

奥霧覇香フィー ドづくりにチヤレンジします

森;:: 生一

去る3月 7翼 の『 しいたけづくりinな らやま塁彙林』で|ま 、貴重な指導者体験を得る機

会を与えていただき、ありがとうございました。

私は定年まであと2年少しある第一の人生の現役です。そろそろ第二の人生 (私がした

いことをしても良い人生にしたいと思つていますc)のことをあれこれ楽しく考えていま

す。その一つが、老いた両親が待つ奥明匿香の田舎にできるだけ帰つて、放つっぱなしに

なっている山の面機をみよう、単に問伐をするだ:す でなく、森林環境教育のフィール ドに

活用できればと考え、率年の研修講座受講に繋がつてきました。

八会というご縁を与えていただきましたので、ますます奥瞬置香のli」 を整備して、環境

教育のフィール ドをつくりたいと考えています。本会に:ま 、様々な経験をされたすばらし

い先輩達がおられると感じています。本会の活動にできるだ!す 参加させていただき、様々

なノウハウを伝授いただき、奥明日香フィー ドづくりに活かしたいと考えています。どう

かよろしくご指導いただきますようお願いいたします。

『ならやま 0璽颯:こ集う人達の築醸書
=触

れて瑾

池田 信明

私が 「奈良 。人と自然の会」を知るきっか |す は、シェア自然大学に在籍 している昨年に

教育実習でお世話になった事からです。一国目で先ず感 じた事は、街中の近場に、こんな

隠れ里の様な場所が有る驚きと、正に里山と言われる様な条件が揃った地形と景観になに

か親近感を覚えた事を思い出します。実習に参加させて頂く度に、会員の方達が様々な作

業を協力 しながら、真剣に、楽 しそうにされている姿を見て、同じ日的と気持ちを持ち、

ならやまに集まっておられる事がよく分かりました。先輩会員の方々から温かく迎え入れ

て頂き、入会から3ヶ 月を過ぎましたが、活動 日に行く度に、畑は手入れされ、林は林内

整備が次第に進み明るく変わり、理想の里彙に近づいている様子が良く感 じられます。

今後、このかけがえの無い環境を守りながら、さらに、林内、置難、ピオ トープなどの整

備が進み、誰もがI感で体感義来、子供達の楽 しそうな笑い声が里にJに ひびき渡る、なら

やま里痙Jに なるよう願 うものです。

|



のご螂            橋本 羹美子

:し た。it身 ほ横浜市で、結婚して大諏市内に移 り

住みました。子供のころ!ま野無を走
`督

って遊んでいましたので、二iで も海でも自然の幸

にいるのが好きです。この会は、「ならやまBC」 での野菜つくう、業の整備、子供たちと

のふれあい、観察会、ハイキング、チ修旅行などプログラムがとても豊富で、何より人が

温かくて、みなさん二=ニ コして規切にしてくださり、とても居心地がよかつたので入会

させていただきました。 先彗、「金沢 。能登 里註塾文化を訪ねる」研修ツアーに参加させ

ていただきましたcこ え
´
しを含めてもまだ 5獲 しか参歳 していませんが、そのi理 を重ねるご

とに、ますます 「奈良 人と義然の会」力`好きになり、今では次いつ参熟できるか、ワク

フクして予定表を見ています。農作業の経験もなく、得意なこと()あ りませんが、性格は

とびきり明るいです。 どうぞよろしくお願いいたします。

次代に残す環境と景観づくり 藤翼 秀憲

今年 4月 に入会しました。月に 2回は参驚違来ると思つていたのですが、他の予定と重

なつたうして思い通 りにはいかず残念です
=

目本古代史 :こ 興味があつて、あらためて 「奈良・ブ、と自然の会」の活動フィール ドの周

辺を動ヒめてみますと、平城官跡・佐紀響 1古墳 。(平城二J一帯)。 東大寺・興福寺・春日大

社・春日彙原生林等々が連なり、自然と歴史遺産が豊かに残された議な地域だと思います。

奈良県の要請で、平城宮跡一帯が 「国営飛鳥 。平城宮跡歴史公園」に指定され、今後 1

0数年かけて平城 1日 跡の建物復元や広場の整黎が進められようとしています。

そうした中で 「奈良 。人と自然の会」は、単に自然環境の保全・教育活動にとどまらず、

歴史的風土景観を保全する事業にも参画しているという実感が湧いてきます。

今後ともマイペースで楽しく参加させていただきますので、よろしくお願いいたします。

リュッタと育中の最も参 中西 輝雄

シニア自然大学第 15期 (H20年度)を 3月 終了前に、進路指導で会の活動について

親 しみのある説明を受けましたc奈良住民として身近な会であり、樹木観察・里Ll作 り。

野菜作り。各種イベン ト。例会など羞然大学に近い活動に興味を感 じました。その時、引

き続き自然との係わりを希望 :ン てましたから入会させて頂きました。

リュックサックを背負 う背中の温もりは母の背中の温もりを感 じますc母の背中に負ぶ

ってもらい少 し動き、治まりの良いところで母の首の前で両手を組む llこ の時の"母の

背中の温もり"です il

そして今、"リ ュックを背負いお母さんに送られ家を出る時のあのほころんだ笑顔、思わ

ずはしゃぎたくなるような気分"を体で感 じながら、再び皆さんの元に向かいたいと思い

ます。よろしくお願いします。

¥ヒ豊轟寝誡轟ヽ硫脚 t

☆(橿原より)11日 夕方 7時に突然Fヵナカナロ・・・カナ」とヒグラシが鳴き始めました。去年は6日の早朝

でした。 しヽよしヽよ夏本番です。

10日の夜11時頃ホトトギスが『キョキョキョキョ」翌朝 4時にまた『キョキョキョ」この日はなんか気が

つくと一日中 ホトトギスデーかと思うほどよく鳴いてそろそろ 奥山に帰ろうかと皆と話し合しヽでもしてるのか

な?寂しくなるなあ一。                           (斎 藤 )

☆ (斑鳩より)セ ッカ ヒッヒッヒッヒッと大和川の河原で鳴いています。セッカを知る

まではスズメだと思っていました。意外にたくさんいます。 (勝 田)



露本母憂鳥 キジ

国鳥だ !ナ ど狩猟鳥、美味だとして食べられる。

複雑な身分のこの鳥 :ま 霧けた耕作地の周りで人輩と近い

所に住んでしヽます。 絶卵期にある母キジは、lil焼 き

の火に遭つても、卵を捨てて逃げ去るようなことは

しない、もろとも焼け死するまで卵を抱き続け

ている。この情愛の深さから「焼け野のキギス」 1
。「汝は子ゆえに身をこがす」 と云われま した。

ヽ
以下:ま キ学三年生、運語の教科書 ,こ 掲載されて  ―

いた安井玉鋒氏の種筆 「キジの儀式」からc

ドスンという鈍い音に驚いて寺の庭に轟た。

そこには銃に撃たれた雄キジが横たわっていた。

難キジ:ま舞い降り、彼を必死に呼び起こす。

あんなに警戎心の強い難キジが、今はもう私の

ことなど意識に無く、コー、コーと小さい呼び

声を轟しながら彼の周 りをぐるぐる回つています。

特折、彼女の尾羽が私の衣の裾に触れます。そのうち、彼女は彼の嘴の付け根を軽くコツ

コツとつつき始めま iン た0コ ~、 コー。「起きなさい」といわんばかりですcそれでもなん

の反応もないと、今度は トサカやほおの毛を唖えて持ち上げようとするではありませんか。

票ままわずかに上りますが又すぐ地面に落ち、黒い瞳は霧じられたままです。ついに、彼女

:ま彼の体に駆け上がり、必死にコー、コーと鳴き(泣き)ながら、ひとしきり激 しく嚢を唖え

てラiつ 張りました。もとより効き唇はありません。霧いていた雉の情愛の深 さとはこれほ

どのものかと感 じ入つて、彼女の姿が涙で見えなくなりました。 雄キジの声 :ま

じつに控えめ「コーコー」である。この後、雌キジは、雄キジから離れては近付くことを

数彗繰 り返し、やがて私のいるのもかまわず勇敢に彼の傍に行き、二、三度くちばしをつ

ついて真心のこもつた馴れの挨拶をして、去って行つたc

長くなりましたが、文脈を大切にしたいためそのまま弓1用 しました。

しとね

ぬかなにひと夜の振藤子の結 秀 夫

十スくらぶ。今年は大収穫。昨年の 1;ベ ンデ戒る。

浅裁けの紫総に、暫 も見とれる。

庵ヽ要 久美子

鋳盆鱒を握
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